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５ 販売購入形態別相談件数 

(1) 販売購入形態別相談件数 

令和６年度の相談件数を販売購入形態別で見ると、「店舗購入」は29,186件で、全相談の22.0％を占め

ている。電話やショートメッセージ、メール等による架空請求の相談等の「不明・無関係」の割合は令

和４年度から上昇に転じ、令和６年度は38,358件となった。 

一方、「特殊販売」は64,998件で、全体に占める割合は49.0％と令和５年度から2.4ポイント減少してい

る。 

特殊販売の内訳を見ると、令和６年度も引き続き「通信販売」(構成比 33.6％)が最も多く、次いで「訪

問販売」(9.3％)、「電話勧誘販売」(4.3％)となっている。(表－17) 

 

表－17 販売購入形態別相談件数の推移 単位：件 
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(2) 特殊販売の契約当事者年代別相談件数 

令和６年度の特殊販売を形態別に、契約当事者の年齢別構成比を示したものが「表－18」である。 

屋根工事や新聞等に係る契約の相談が多い「訪問販売」では、「70歳以上」の割合が40.0％と最も多く、

60歳以上の高齢者が全体の49.5％を占める。 

インターネット通販等が多い「通信販売」では、「70歳以上」が19.8％と最も多く、次いで「50歳代」 

が 18.5％、「60歳代」が16.0％、「40歳代」が13.8％と続いている。 

他の内職・副業等のサイドビジネス商法の相談が多い「マルチ(まがい)商法」では、「20歳代」が44.1％

と最も多い。 

給湯器の無料点検や副業サポートのトラブルに関する相談の多い役務その他サービスや光ファイバー

回線契約の解約の相談が多い「電話勧誘販売」では、「70歳以上」が28.5％と最も多く、60歳以上の高齢者

で全体の40.3％を占める。 

心当たりのない荷物が代引配達で届く等の相談が多い「ネガティブオプション」は、「70歳以上」が

22.8％と最も多い。 

購入業者が消費者の自宅等を訪問し、商品を買い取る「訪問購入」は、「70歳以上」が52.6％と最も多く、

60歳以上の高齢者で全体の65.2％を占める。 

展示販売や店舗ではない場所での販売などの「他の無店舗販売」は、「70歳以上」が23.8％と最も多い。 

「特殊販売」全体の中で最も相談件数が多いのは「70歳以上」で、次に「50歳代」、「60歳代」、「40歳代」

の順となっている。いずれの年代でも「通信販売」の相談件数が最も多く、次いで「訪問販売」となっ

ている。 

 

 

   

表－18 特殊販売の形態別契約当事者年代別相談件数(令和６年度)            単位：件 
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(3) 訪問販売 

訪問販売に関する相談件数は 12,271件（対前年度比110.9％）で、全相談件数の 9.3％を占める。 

相談件数を商品・役務別に上位10位まで示したものが「表－19」である。 

最も多い相談は「工事・建築・加工」(2,110件)で、主に「屋根工事」や「電気工事」等である。 

第２位は「役務その他」(1,698件)であり、ガス給湯器やブレーカー（分電盤）等の無料点検等の「役

務その他サービス」や「解錠サービス」に関する相談が寄せられている。 

第３位は「修理・補修」(1,475件)である。トイレのつまり解消修理等の「修理サービス」が多い。 

商品・役務別上位10位で増加率が目立つものとしては、「ブレーカー」「電気工事」「解錠サービス」「蓄

電池」「カギ」「給湯システム」「ソーラーシステム」等があげられる。 

相談内容をキーワード別で見ると、「クーリングオフ一般」「高価格・料金」「解約一般」が多い。(表

－20) 

 

表－19 訪問販売 商品・役務別相談件数 
      単位：件 

 
  

表－20  訪問販売 相談内容別件数 
   単位：件 

（複数選択項目） 
 

 

 

 

６年度 ５年度 対前年度比

1 クーリングオフ一般 4,084 3,254 125.5%

2 高価格・料金 3,718 3,228 115.2%

3 解約一般 2,429 2,447 99.3%

4 契約書・書面一般 2,414 2,067 116.8%

5 点検商法 2,370 1,558 152.1%

内容キーワード
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トピックス：「トイレのつまり解消等修理」に関する相談が高止まり 
 

 トイレのつまり等の修理に関する相談件数が 714 件と依然高い件数で推移している。相談の

内容をみると高額な修理費用等の請求に係る相談が 69.5％を占めている。 

 契約購入金額別割合（無回答・不明を除く）をみると、最も多いのは「10 万円以上 50 万円未

満」であり、令和６年度も 62.3％を占めた。契約当事者の年代別割合では、20 歳代（165 件）

が 23.1％と最も多く、次に 30 歳代（93 件）が 13.0％と多くなっている。 

 自宅のトイレがつまり、インターネットで料金の安い業者を見つけ呼んだ。最初に料金を示さ

ず作業して、結局、解消しなかったのに十数万円の料金を請求された。返金してほしい等の相談

が寄せられている。 

 

【トイレ修理に関する相談件数及び高額な請求の相談が占める割合の推移】 

 
  

【契約購入金額別割合の変化（無回答・不明を除く）】 

 
(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入) 

       
【契約当事者の男女別割合】      【契約当事者の年代別割合】   

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入)         (構成比は、小数点第 2 位を四捨五入)        
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トピックス：「ロードサービス」に関する相談が大きく増加 
 

 ロードサービスのトラブルに関する相談件数が 129 件で対前年度比 120.6％と大きく増加し

ている。 

 契約購入金額別割合（無回答・不明を除く）をみると、令和６年度は「10 万円以上」が 31.6％

と最も多い。契約当事者の男女別割合では、男性が 70.5%を占める。契約当事者の年代別件数で

は、20 歳代（41 件）が 31.8％と最も多い。 

車を出そうとしたところバッテリーがあがっていたので、あわててインターネットで検索し

「1,980 円から」と記載のあった業者に連絡した。電話で費用を聞くと数千円と言われたので依

頼した。業者が作業を始めると、もっと強力な方法を使わないと直らないと言われ応じた。作業

後、６万円支払った。高過ぎると思うので返金してもらいたい等の相談が寄せられている。 

 

【ロードサービスに関する相談件数の推移】 

  

【契約購入金額別割合の変化（無回答・不明を除く）】 

 

(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入) 

       
【契約当事者の男女別割合】      【契約当事者の年代別件数】 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入)     
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トピックス：「ソーラーシステム（太陽光発電）」に関する相談が大幅に増加 
 

 補助金が出ると言われソーラーシステムを設置したが補助金が出ない等のトラブルに関する

相談件数が 697 件で対前年度比 187.4％と大幅に増加している。 

相談内容別上位 10 位で見ると、「家庭訪販」が 322 件と最も多く、「信用性」「約束不履行」が

続いている。契約当事者の男女別割合では、男性が 61.1％を占める。契約当事者の年代別件数

では、40 歳代（134 件）が 19.2％と最も多く、次に 30 歳代（97 件）、60 歳代（97 件）が 13.9％

と多くなっている。 

太陽光発電システムと蓄電池で補助金が出ると知り、インターネットで検索して見つけた複

数の業者から見積りをとった。一番安価な見積りの業者と契約したが、他の業者と比べると、施

工内容が大きく異なり、工事金額や補助金の額も大きく違った。なぜこんなに違うのか分からず

不安だという相談等が寄せられている。 

 

【ソーラーシステム（太陽光発電）の交換に関する相談件数の推移】 

  

【相談内容別相談件数 上位 10 位】 

        

（複数選択項目） 

※１「解約一般」は、解約拒否以外の解約に関する相談  
※２「契約書・書面一般」は、書面不交付、書面偽造、書面不備以外の契約書・書面に関する相談                                                   
※３「見積り一般」は、見積り作成料以外の見積りに関する相談  

 

【契約当事者の男女別割合】        【契約当事者の年代別件数】   

 

                                  
 

 

 

 

 

 

 

(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入)  
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(4) 通信販売 

通信販売とは、通信手段(インターネット、郵便、電話、預貯金口座に対する払込み、ファクシミリ等)を

用いて契約する販売方法であり、マルチ(まがい)商法、電話勧誘販売、ネガティブオプションにあたら

ない場合をいう。 

通信販売に関する相談件数は44,596件で、「特殊販売」の中では最も多く、全相談件数の33.6％を占

める。 

相談件数を商品・役務別に上位10位まで示したものが「表－21」である。 

最も多い相談は「化粧品」(4,464件)で、通信販売全体の10.0％を占める。主なものは「乳液」、「化

粧クリーム」、「養毛剤」であるが、どれも定期購入に関する相談が多く寄せられている。 

第２位は「健康食品」（4,130件）であり、「化粧品」と同じく定期購入に関する相談が多く寄せられ

ている。 

第３位は「役務その他」(2,572件)であり、占いサイトや質問サイト、ＥＳＴＡの申請代行等の相談

が寄せられている。 

相談内容をキーワード別で見ると、「インターネット通販」「解約一般」が多い。(表－22) 
 

表－21 通信販売 商品・役務別相談件数 
単位：件 

 

  

表－22 通信販売 相談内容別件数 
単位：件 

（複数選択項目） 
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トピックス：インターネットゲームに関する相談件数及び 20 歳未満の割合 

が高止まり 
 

「インターネットゲーム」に関する相談は 806 件と依然として高止まりしている。契約当事者の

年齢をみると、20 歳未満が 48.7％と依然として割合が多く、そのうち 18 歳未満が 46.7％と９割

以上を占めている。 

契約当事者の男女別割合では、男性が 66.4%を占める。 

小学生の子どもが、インターネットゲームで親の同意を得ず、高額な課金をしていたことがわか

り、返金してもらいたいとの相談が多く寄せられた。 

 

【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｹﾞｰﾑに関する相談件数及び契約当事者が 20 歳未満の相談割合の推移】 

 

【契約当事者の男女別割合】        【契約当事者の年代別割合】 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(構成比は、小数点第 2 位を四捨五入)           (構成比は、小数点第 2 位を四捨五入) 
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(5) マルチ(まがい)商法 

いわゆる「マルチ商法」とは、商品等の購入契約と販売組織への加入をさせ、その者に新たな会員を集

めれば紹介料・報酬等が得られると告げて組織を拡大させていく販売方法であり、特定商取引法第33条

で「連鎖販売取引」として規制されている。また、「マルチまがい商法」とは、実態はマルチ商法である

にもかかわらず、契約後に誰かを紹介したら報酬等を得られると告げるなど特定商取引法で規定されて

いる連鎖販売取引の要件（定義）に該当しないように装うことで、規制逃れ（脱法）を図ろうとするも

のである。 

マルチ(まがい)商法に関する相談件数は549件で、前年度に比べ13.1％の減少であった。 

相談件数を商品・役務別に上位10位まで示したものが「表－23」である。 

最も多い相談は「内職・副業」(85件)で、主なものは「他の内職・副業」であり、「ＳＮＳで知り合っ

た人にアフィリエイトの副業に誘われ仕事を始めるにあたって最初に保証金を納めたが、他の人を紹介

しないと儲からないと分ったので解約したい。」等の相談が寄せられた。 

第２位は「健康食品」(69件) 、第３位は「化粧品」(52件)であり、ともに「娘がマルチ商法の会員に

なり、毎月商品を購入していてお金が無くならないか心配だ。」等の相談が寄せられている。 

相談内容をキーワード別で見ると、「サイドビジネス商法」「解約一般」が多い。 (表－24)  

 

 

表－23 マルチ(まがい)商法 商品・役務別相談件数 

単位：件 

 

表－24  マルチ(まがい)商法 相談内容別件数 

単位：件 

   （複数選択項目） 
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(6) 電話勧誘販売 

電話勧誘販売とは、事業者から消費者の自宅や職場に電話等（電話、郵便物、ＳＮＳ、電子メール等）を

かけたり、または消費者から電話等（電話、ＷＥＢ会議等）をかけさせたりし、その電話で商品やサー

ビス等の勧誘をして申込みを受け、契約を締結する販売方法である。 

電話勧誘販売に関する相談件数は5,683件で、前年度に比べ28.3％増加している。 

相談件数を商品・役務別に上位10位まで示したものが「表－25」である。 

最も多い相談は「役務その他」（1,173件）であり、ガス給湯器の無料点検を装った電話勧誘やＳＮＳ

等を通じての副業サポートに関するトラブルの相談が多く寄せられた。第２位は光ファイバー回線の契

約トラブル等の「インターネット通信サービス」（683件）であった。第３位は「商品一般」（465件）で

あり、電話が使えなくなる等の不審な電話に関する相談が多く寄せられた。 

増加率で見ると、「給湯システム」（295件）が対前年度比317.2％と激増している。「給湯器の無料点

検の連絡があり、点検後交換の必要性を言われ交換契約を結んでしまい、後で考えると高過ぎるので解

約したい。」等の相談が寄せられた。そのほか「携帯電話サービス」（98件）も対前年度比196.0％と大

幅に増加しており、通信業者を名乗ってスマホに電話があり、個人情報を伝えてしまい不安である等の

相談が寄せられた。 

相談内容をキーワード別で見ると、「解約一般」「クーリングオフ一般」が多い。(表－26) 

 

 

表－25 電話勧誘販売 商品・役務別相談件数 

単位：件 

表－26 電話勧誘販売 相談内容別件数 

単位：件 

（複数選択項目） 
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(7) ネガティブオプション 

ネガティブオプションとは、購入の申込みをしていない者に一方的に商品を送りつけ、相手方から商

品の返送又は購入しない旨の通知がない限り、勝手に購入の意思ありとみなして、その代金を請求する

という販売方法である。 

ネガティブオプションに関する相談件数は285件で、前年度に比べて7.8％の減少であった。 

最も多い相談は「商品一般」、第２位は「魚介類」、第３位は「健康食品」「洋装下着」「紳士・婦人洋

服」「化粧品」である。 (表－27) 

相談内容をキーワード別で見ると、「代引配達」「返金」「返品」が多い。「代引配達」に関しては、「身

に覚えのない商品が届き代金引換だと言われ、よく見ずに代金を支払って受け取ってしてしまった。頼

んでいないものなので返金してほしい。」との相談が多く寄せられた。(表－28) 

 

 

表－27 ネガティブオプション 商品・役務別相談件数 

単位：件  

表－28  ネガティブオプション 相談内容別件数 

単位：件 

 （複数選択項目） 
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(8) 訪問購入 

訪問購入とは、購入業者が消費者の自宅等を訪問し、売買契約の申込みを受け、又は、売買契約を締

結して物品などを購入することである。 

訪問購入に関する相談件数は870件となっている。商品・役務別では「アクセサリー」が最も多く、次

いで、商品買取り業者からの電話勧誘に関する相談等の「商品一般」が多い。(表－29)  

相談内容をキーワード別で見ると、「信用性」「クーリングオフ一般」が多い。(表－30) 

 

 

 

表－29 訪問購入 商品・役務別相談件数 

単位：件 

 

表－30 訪問購入 相談内容別件数 

単位：件 

（複数選択項目） 
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(9) 他の無店舗販売 

他の無店舗販売とは、①露店、屋台、その他これらに類する店（バス、トラックに物品を陳列して消費者

が自由に商品を選択できる場合など）での販売、②ホテル、公会堂、体育館、集会場等で２日以上の期間に

わたって行われる展示販売、③その他「店舗」とはいえないところでの販売である。 

他の無店舗販売に関する相談件数は744件である。商品・役務別では、役務その他サービス、廃品回収

サービス等の「役務その他」が最も多く、次に多かったのが衛生設備工事等の「工事・建築・加工」であ

る。(表－31) 

相談内容をキーワード別で見ると、「解約一般」、「返金」、「高価格・料金」が多い。(表－32) 

 

 

表－31 他の無店舗販売 商品・役務別相談件数 

単位：件   

表－32 他の無店舗販売 相談内容別件数 

単位：件 

（複数選択項目） 

 

 


